
第5回都留市地域クラブ活動推進協議会資料

・議事① 前回からの経過について

・議事② 地域クラブ活動への移行の状況について

・議事③ 大会への参加について

・議事④ 都留市人材バンクの設立に向けて

・議事⑤ その他

令和6年10月15日（火） 16：00～

於：教育プラザ都留 本館小研修室
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議事① 前回からの経過について

令和6年6月3日
第4回都留市地域クラブ活動推進協議会
令和6年6月30日
都留市地域クラブ活動保護者等説明会
令和6年7月18日
都留市地域クラブ活動指導者説明会研修会
令和6年8月21日～随時
都留市地域クラブ活動指導者との打合せ
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議事① 前回からの経過について

令和6年8月26日

各中学校地域クラブ活動担当者との打合せ
令和6年10月中旬

都留市地域クラブ活動参加希望者募集予定

令和6年12月

都留市地域クラブ活動開始予定
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議事② 地域クラブ活動への移行の状況について

競技・活動 移行後の主な実施主体

陸上競技 都留アスリート倶楽部

ソフトテニス 都留アスリート倶楽部

バレーボール 新たな地域クラブ活動

卓球 新たな地域クラブ活動

剣道 新たな地域クラブ活動

ラグビー 新たな地域クラブ活動

新体操については、指導者との相談の上、しばらく部活動の地域連携
を継続する。
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・地域クラブ活動の活動日・活動時間・活動場所は、変更になる場合があります。 

 

 

 

 

〈問い合わせ先〉 

〒402-0052 都留市中央3-9-3 教育プラザ都留 

都留市教育委員会 生涯学習課 スポーツ振興担当 
TEL：0554-43-1111 



議事③ 大会への参加について

山梨県小中学校体育連盟（以下、県小中体連とする）の
主な参加資格

①県小中体連加盟の中学校に在籍在学し、大会参加資格
を得たもの

②1競技を通じて同一チームからの参加

③「県小中体連主催大会合同チーム参加規程」により、
合同チームの参加を認める。ただし、地域クラブ活動に
よる合同チームは認めない。

参加資格の特例

市町村が認定した地域クラブ活動であり、かつ県小中体
連に登録された地域クラブ活動に所属し、山梨県大会へ
の参加資格を得た者

7



議事③ 大会への参加について
山梨県小中学校体育連盟　競技細則

チーム

個人 中央競技団体 県競技団体 指導者 種類 審判 種類

チーム 必要 必要

個人 必要 必要

チーム 必要 必要

個人 必要 必要

チーム 必要 必要

個人 必要 必要

チーム 必要 必要

個人 必要 必要

チーム 不必要 必要

個人 不必要 必要

チーム 必要 必要

個人 必要 不必要

チーム 必要 不必要

個人 不必要 不必要

チーム 必要 必要

個人 必要 必要

チーム 不必要 必要

個人 不必要 必要

チーム 必要 不必要

個人 必要 不必要

チーム 不必要 必要

個人 不必要 必要

チーム 必要 必要

個人 必要 不必要

チーム 不必要 不必要

個人 必要 必要

競技
登録 資格

不必要

必要 社会体育指導員 必要 県剣道連盟審判講習会

陸上競技

サッカー

剣道

ソフトテニス

バレーボール

卓球

軟式野球

ラグビー

弓道

空手

バスケットボール

相撲

不必要

必要 必要 県公認審判員、帯同審判

必要 卓球公認コーチ1以上 不必要

日本協会公認コーチ・上級コーチ・日本

スポーツ協会コーチ1～コーチ4

軟式野球コーチ1・コーチ3・BJF公認野球

指導者基礎Ⅰ（U15)以上

不必要 不必要

不必要 不必要

不必要 帯同審判

必要 必要
ラグビー協会新スタートコーチ、

セーフティーアシスタント
JRFUスタートレフリーコース

不必要 不必要

必要 必要

不必要 必要 新体操審判資格1種・2種・3種

不必要 不必要地域クラブ等の場合は代表者に必要 地域クラブ等の場合は代表者に必要

アマチュア野球規則委員会公認3級

審判員以上

1

No.

9

7

6

8

4

10

12

11

13

2

3

5

不必要 不必要

新体操
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議事③ 大会への参加について

先のスライドのとおり、小中体連が主催する大会（選
手権・総体・新人大会）への地域クラブ活動の参加は、
部活動の特例として認められている。

しかし、県内の現状では、まだ地域クラブ活動がチー
ムとして大会に出場した例は見られない。

そこで、当面の間、本市の大会への参加については、
学校単位または合同チームでの参加とする。
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議事④ 都留市人材バンクの
設立に向けて

山梨県では、「スポカルや
まなし」という地域クラブ
活動等の人材バンクを立ち
上げました。

すでに、多くの希望者が登
録をしています。
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議事④ 都留市人材バンクの設立に向けて

県の「スポカルやまなし」に登録している人は、都留
市以外の方が多く、市内の登録者はまだ多くはありま
せん。

地域クラブ活動を持続的な活動にしていくためには、
市内の指導者の人数を多くする必要があるように感じ
ます。

そこで、都留市独自の人材バンクの設立を目指し、検
討を始め、市内の指導者の確保に力を入れていきたい
です。まずは、人材リストの作成から取り組んでいき
たいと思います。
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議事④ 都留市人材バンクの設立に向けて（参考資料）

募
集
要
件

指導者は、次の1から4までに掲げるすべての要件に該当し、且つ5の(1)から(6)のいずれかに該
当し、且つ(7)および(8)のいずれかに該当する者で教育委員会が認めた者とします。
1指導する活動に関する専門的な知識・技能を有し、都留市地域クラブ活動基本方針に沿って活
動できる。
2申請時において18歳以上である。
3地方公務員法第16条及び学校教育法第9条各号に該当しない。
4過去の指導において、体罰、ハラスメント等、指導者として不適格と認められる事項がない。
5以下のいずれかに該当する者。
(1).教員免許を授与された経験があり、当該活動の部活動の指導実績又は活動経験がある。
(2).プロスポーツチーム又は実業団等で競技経験もしくは指導経験がある。
(3).文化・芸術活動で優れた結果を獲得した経験がある。もしくは優秀な指導をした経験がある。
(4).日本スポーツ協会等の中央競技団体が認定した指導者資格を有する。
(5).文化・芸術活動の中央団体等が認定した資格や指導者資格を有する。
(6).学校教育法第1条に規定する学校において、当該活動の部活動の指導実績がある。
(7).都留市スポーツ協会又は都留市文化協会、市教育委員会、市内中学校長等のいずれかから推
薦がある。
(8).大学等に在籍しており、当該活動の経験を持ち、出身学校、大学等の関係者等から指導者と
して適格であると推薦がある。
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